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神
奈
川
県
は
、
京
浜
工
業
地
帯
を
ひ
か
え
た
日
本
で
も
有
数
の
工
業
地
帯
で

あ
り
、
さ
ら
に
は
東
京
・
横
浜
等
へ
の
勤
務
地
を
持
つ
多
数
の
会
社
員
の
住
宅

地
化
が
進
行
し
、
第
一
次
産
業
の
比
重
が
著
し
く
低
下
し
た
地
域
で
あ
る
が
、

か
つ
て
は
東
京
湾
・
相
模
湾
沿
岸
の
漁
業
、
相
模
川
下
流
域
・
酒
匂
川
流
域
の

水
田
農
業
、
多
摩
丘
陵
・
相
模
原
台
地
を
中
心
と
し
た
畑
作
農
業
、
県
西
部
山

間
地
の
林
業
な
ど
、
変
化
に
富
ん
だ
地
形
に
応
じ
て
多
様
な
農
林
水
産
業
が
展

開
さ
れ
て
い
た
。

近
年
、
民
俗
学
等
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
か
ら
日
本
文
化
の
稲
作
単
一
文
化
論
の

見
直
し
が
提
唱
さ
れ
、
畑
作
（
焼
畑
）
・
漁
業
・
諸
職
（
職
人
）
等
、
多
様
な
日

本
文
化
を
相
対
的
に
捉
え
直
す
試
み
が
な
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
は
周
知
の
と
お
り

で
あ
る
。

こ
う
し
た
な
か
で
畑
作
の
研
究
は
、
類
型
化
し
て
水
田
稲
作
と
比
較
す
る
た

め
焼
畑
に
そ
の
中
心
が
据
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
焼
畑
と
と
も
に
常

畑
・
切
替
畑
な
ど
を
含
む
多
様
な
畑
作
の
調
査
研
究
は
、
当
該
地
域
の
全
体
像

を
よ
り
正
確
に
把
握
す
る
う
え
で
も
、
今
後
、
そ
の
必
要
性
が
よ
り
増
し
て
く

畑
作
と
「
シ
カ
」

は

じ

め

に

Ｉ
相
模
原
台
地
の
事
例
を
中
心
に
Ｉ

加

藤

隆

志

相
模
原
台
地
は
、
神
奈
川
県
の
ほ
ぼ
中
央
を
流
れ
る
相
模
川
の
左
岸
に
南
北

四
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
東
西
七
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
広
が
る
洪
積

台
地
で
あ
る
。
台
地
南
部
で
は
、
小
河
川
に
よ
る
開
析
が
進
ん
で
起
伏
に
富
ん

で
い
る
が
、
北
部
は
ほ
と
ん
ど
開
析
さ
れ
ず
、
厚
い
火
山
灰
性
土
壌
に
お
お
わ

れ
た
平
坦
地
が
広
が
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
地
形
的
特
色
に
よ
り
生
業
的
に

は
畑
作
が
中
心
で
、
た
と
え
ば
台
地
北
部
に
位
置
す
る
現
相
模
原
市
域
に
お
け

る
明
治
前
期
の
地
目
別
面
積
を
み
て
み
る
と
、
資
料
の
な
い
旧
大
島
・
旧
下
九

沢
村
の
二
か
村
を
除
い
た
相
模
原
市
域
旧
一
六
か
村
の
う
ち
、
全
く
水
田
を
も

た
な
い
も
の
が
八
か
村
に
及
び
、
最
も
田
の
割
合
が
高
い
市
域
西
南
部
の
相
模

川
沖
積
低
地
に
あ
る
旧
新
戸
村
で
も
一
六
・
三
％
（
畑
は
六
四
・
六
％
）
に
す

ぎ
ず
、
宅
地
・
山
林
等
を
含
め
た
土
地
利
用
全
体
の
中
で
も
旧
一
六
か
村
で
畑

は
六
○
％
以
上
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
同
時
期
の
耕
地
に
お
け
る
田
畑
の
面

積
比
で
み
る
と
、
田
五
に
対
し
て
畑
九
五
と
な
り
、
耕
地
の
な
か
で
は
も
ち
ろ

（

ワ

』

）

ん
、
全
体
の
土
地
利
用
で
も
ず
ば
ぬ
け
て
畑
地
が
多
い
地
域
と
い
え
る
。

る
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
は
、
「
シ
カ
」
と
い
う
畑
の
広
さ
な
ど
を
表
す
単
位
に
つ
い
て
、
神
奈

川
県
内
で
も
畑
作
に
依
拠
す
る
度
合
い
が
高
か
っ
た
相
模
原
台
地
（
特
に
北
部
）

に
伝
承
さ
れ
る
事
例
を
中
心
に
述
べ
、
あ
わ
せ
て
同
地
域
の
近
世
・
近
代
の
記

録
・
日
記
に
も
ふ
れ
な
が
ら
、
そ
の
若
干
の
問
題
点
等
を
整
理
し
よ
う
と
す
る

（

。

ｌ

）

も
の
で
あ
る
。

ー
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さ
て
、
本
稿
で
述
べ
よ
う
と
す
る
「
シ
カ
」
で
あ
る
が
、
ま
ず
相
模
原
市
域

で
の
事
例
を
北
か
ら
順
に
引
い
て
い
く
。

事
例
①
ヒ
ト
ッ
カ
と
い
う
の
は
三
畝
の
畑
を
作
る
の
に
必
要
な
施
肥
量

で
、
ど
の
作
物
で
も
同
じ
で
あ
る
。
一
反
で
ミ
ッ
カ
と
い
う
。
ヒ
ト
ッ
カ
の
肥

料
量
は
コ
ィ
ザ
ル
に
七
ザ
ル
く
ら
い
で
、
ヒ
ト
ザ
ル
は
一
斗
二
、
三
升
入
る

（

句

。

）

（
相
原
）
。

事
例
②
畑
の
面
積
を
何
升
マ
キ
、
何
ト
ウ
マ
キ
、
あ
る
い
は
何
シ
カ
と
い

（

川

詮

）

っ
た
。
一
反
は
二
斗
五
升
マ
キ
で
四
シ
カ
く
ら
い
（
小
山
）
。

事
例
③
ミ
ッ
カ
一
反
で
あ
っ
た
が
、
地
味
肥
沃
の
地
は
フ
タ
ッ
カ
一
反
で

あ
り
、
地
味
痩
せ
地
は
ヨ
ッ
カ
一
反
と
す
る
所
も
あ
っ
た
と
い
う
。
シ
カ
は
面

積
の
単
位
で
は
な
く
、
領
主
の
年
貢
米
徴
収
の
た
め
の
基
準
で
あ
っ
た
と
い
う

（

Ｆ

Ｄ

）

（
相
原
・
橋
本
・
小
山
地
区
）
。

事
例
④
シ
カ
と
い
う
の
は
畑
に
麦
、
小
麦
、
オ
カ
ボ
な
ど
を
播
く
時
に
種

と
肥
料
を
混
ぜ
る
単
位
で
、
一
反
は
ミ
ッ
カ
ゴ
エ
で
あ
る
。
ヒ
ト
ッ
カ
に
堆
肥

が
箕
で
四
、
五
杯
（
一
箕
一
桝
と
し
て
一
斗
二
、
三
升
）
で
あ
る
。
オ
カ
ポ
で

も
麦
で
も
だ
い
た
い
同
じ
。
種
と
堆
肥
を
混
ぜ
て
い
る
時
に
、
播
種
す
る
面
積

で
肥
料
の
量
を
調
節
す
る
。
ま
た
、
マ
キ
と
い
う
の
は
、
一
反
の
畑
に
播
く
種

の
量
で
、
小
麦
は
三
升
マ
キ
と
い
っ
た
。
厚
く
播
く
に
は
三
升
五
合
マ
キ
に
し

（

《

○

）

た
が
、
あ
ま
り
厚
く
播
く
と
肥
料
が
た
く
さ
ん
必
要
で
あ
っ
た
（
大
島
）
。

事
例
⑤
シ
カ
と
は
肥
料
配
分
の
単
位
で
も
あ
り
、
面
積
の
単
位
で
も
あ

る
。
ま
た
、
単
位
と
い
う
よ
り
、
肥
料
と
面
積
の
目
安
の
よ
う
な
も
の
だ
と
も

い
う
。
こ
の
あ
た
り
で
は
、
一
反
ミ
ッ
カ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
一

シ
カ
と
い
え
ば
三
畝
一
○
歩
で
、
三
シ
カ
は
三
○
○
坪
、
一
シ
カ
一
○
○
坪
で

（

円

Ｉ

）

あ
る
。
津
久
井
や
原
町
田
で
は
一
反
四
シ
カ
と
聞
い
た
（
大
島
）
。

事
例
⑥
田
は
一
畝
の
こ
と
を
一
縄
、
畑
は
三
畝
の
こ
と
を
一
シ
カ
と
い
う

（

ｎ

ｏ

）

（
大
島
・
上
九
沢
・
下
九
沢
地
区
）
。

事
例
⑦
シ
カ
と
は
面
積
の
単
位
だ
と
い
う
。
一
反
は
三
シ
カ
程
度
で
あ
る

と
い
う
。
ヒ
ト
ッ
カ
と
い
え
ば
肥
料
が
ヒ
ト
カ
マ
ス
く
ら
い
必
要
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
一
反
だ
と
ミ
ッ
カ
ゴ
エ
で
、
ミ
カ
マ
ス
く
ら
い
の
堆
肥
が
必
要
で
あ

（

ｑ

〕

）

っ
た
（
田
名
）
。

事
例
③
ヒ
ト
ッ
カ
と
い
う
と
一
反
を
三
つ
に
区
切
っ
た
ひ
と
つ
の
土
地

（
約
三
畝
一
○
歩
）
を
い
い
、
播
き
物
を
基
準
と
し
た
単
位
で
あ
る
。
コ
ェ
ミ

（
コ
ャ
シ
を
す
く
う
箕
）
に
堆
肥
九
杯
で
、
だ
い
た
い
三
シ
カ
分
く
ら
い
。
そ

こ
に
カ
リ
ン
サ
ン
・
ア
ン
モ
ニ
ア
・
シ
メ
カ
ス
・
米
糠
な
ど
を
配
合
し
た
化
学

肥
料
を
混
ぜ
て
施
肥
す
る
。
こ
の
上
に
麦
の
種
を
播
き
、
土
を
か
け
る
。

シ
カ
と
は
別
に
ボ
ッ
チ
と
呼
ば
れ
る
単
位
も
あ
る
。
ひ
と
山
と
い
う
こ
と
で

（

皿

）

ヒ
ト
ボ
ッ
チ
は
堆
肥
コ
エ
ミ
九
杯
で
、
三
シ
カ
分
く
ら
い
で
あ
る
（
田
名
）
。

事
例
⑨
三
シ
カ
で
一
反
、
三
畝
で
ヒ
ト
ッ
カ
で
あ
り
、
畑
の
広
さ
を
あ
ら

（

ｕ

）

わ
す
。
ヒ
ト
ポ
ッ
チ
は
三
シ
カ
か
と
い
う
（
田
名
）
。

（

マ

マ

）

事
例
⑩
畑
の
場
合
、
一
反
が
三
シ
カ
、
一
シ
カ
三
畝
三
歩
。
な
お
、
種
ま

き
の
も
み
ま
た
は
種
子
の
量
は
、
一
シ
カ
で
大
麦
は
一
升
三
合
、
小
麦
は
九
合

（

胆

）

’
一
升
、
籾
の
場
合
は
一
シ
カ
一
升
’
一
、
二
升
（
田
名
）
。

事
例
⑪
一
反
三
シ
カ
で
、
幾
シ
カ
種
を
播
い
た
と
か
幾
シ
カ
さ
ぐ
っ
た
な

ど
と
い
っ
た
。
シ
カ
は
畑
で
使
用
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
田
で
は
五
畝
の
五

（

過

）

升
ヅ
ミ
と
い
っ
た
。
こ
れ
は
摘
み
田
の
な
ご
り
か
と
い
う
（
下
溝
）
。

事
例
⑫
下
溝
に
は
ョ
ツ
カ
ワ
リ
と
い
う
地
名
が
あ
る
。
こ
れ
は
麻
溝
台
の
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方
に
あ
る
地
名
で
、
昔
、
ヨ
ッ
カ
ず
つ
分
配
し
た
開
墾
地
で
あ
る
。
こ
の
ヨ
ッ

カ
ワ
リ
の
近
く
に
は
、
こ
の
他
に
も
イ
ッ
タ
ン
ワ
リ
（
ス
テ
・
ハ
ワ
リ
）
・
ガ
ッ
コ

（

魁

）

ウ
ワ
リ
・
ヨ
ン
セ
ワ
リ
・
ロ
ク
セ
ワ
リ
な
ど
の
分
配
地
が
あ
る
（
下
溝
）
。

事
例
⑬
畑
は
畝
歩
で
い
っ
た
が
、
一
反
を
三
シ
カ
と
も
い
っ
た
。
三
畝
の

（

妬

）

畑
は
一
シ
カ
で
あ
る
（
下
溝
・
当
麻
地
区
）
。

事
例
⑭
シ
カ
と
い
う
の
は
、
上
の
段
の
下
溝
古
山
あ
た
り
の
田
を
ほ
と
ん

ど
持
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
、
畑
の
面
積
を
示
す
語
と
し
て
使
用
し
て
い
た
よ

う
で
あ
る
が
、
磯
部
で
は
使
わ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
何
升
マ
キ
と
い
う

の
は
播
種
作
業
の
際
、
一
反
あ
た
り
に
何
升
の
種
籾
を
使
う
か
を
あ
ら
わ
す
も

（

略

）

の
。
こ
れ
は
使
っ
て
い
た
（
磯
部
）
。

以
上
、
事
例
を
羅
列
的
に
述
べ
て
き
た
が
、
畑
の
面
積
等
を
表
す
語
彙
と
し

て
「
シ
カ
」
が
相
模
原
市
域
で
広
く
伝
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の

シ
カ
は
、
穀
物
の
播
種
の
際
に
肥
料
（
堆
肥
が
主
）
を
塚
状
に
盛
り
上
げ
た
形

状
を
い
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
り
、
そ
れ
は
相
模
原
で
よ
く
い
わ
れ
る
．
反

ミ
ッ
カ
ゴ
エ
」
（
一
反
の
畑
を
作
る
た
め
に
は
ミ
ッ
カ
分
の
肥
料
が
必
要
）
と

い
う
伝
承
に
も
表
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
シ
カ
」
は
単
に
堆
肥
が
盛
り
上
が
っ

て
い
る
形
状
を
い
う
だ
け
で
な
く
、
畑
の
広
さ
や
、
施
肥
量
や
幾
シ
カ
種
を
播

い
た
と
か
何
シ
カ
さ
ぐ
っ
た
な
ど
と
い
う
よ
う
に
作
付
け
等
の
作
業
量
な
ど
を

も
表
現
す
る
基
準
と
な
っ
て
い
る
事
例
に
注
目
し
た
い
。

い
ま
「
シ
カ
」
は
、
畑
で
の
穀
物
の
播
種
の
際
に
使
用
す
る
堆
肥
等
を
盛
り

上
げ
た
塚
Ⅱ
シ
カ
か
ら
で
た
も
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
た
が
、
相
模
原
で
の
か

つ
て
の
播
種
法
は
種
肥
混
合
播
で
あ
る
。
こ
れ
は
種
と
肥
料
を
混
ぜ
て
播
種
す

（

Ⅳ

）

る
方
法
で
、
神
奈
川
県
で
は
県
下
全
域
に
わ
た
っ
て
み
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

相
模
原
に
お
い
て
は
マ
ゼ
ゴ
エ
あ
る
い
は
マ
ゼ
コ
ミ
で
播
く
（
特
に
名
称
な
し

と
い
う
事
例
も
多
い
）
~
と
い
わ
れ
、
麦
・
陸
稲
・
粟
な
ど
の
播
種
に
ひ
ろ
く
行

わ
れ
て
い
た
。
あ
ま
り
早
く
混
ぜ
る
と
種
が
い
た
む
た
め
、
播
種
を
行
う
日
の

朝
早
く
に
堆
肥
を
き
り
出
し
て
コ
エ
タ
タ
キ
で
細
か
く
し
、
そ
れ
に
種
と
金
肥

・
下
肥
な
ど
を
加
え
て
混
ぜ
た
も
の
を
マ
ン
ノ
ウ
で
何
回
か
と
り
か
え
し
て
カ

マ
ス
や
コ
エ
ダ
ワ
ラ
で
畑
に
運
ぶ
。
そ
し
て
明
る
く
な
っ
た
ら
前
日
に
せ
び
い

て
あ
っ
た
畑
に
ツ
ミ
オ
ヶ
を
使
っ
て
点
播
す
る
。
ま
た
、
粟
は
ゲ
ス
ッ
プ
リ
と

い
っ
て
人
糞
と
混
ぜ
て
播
く
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
は
ゲ
ス
ッ
プ
リ
ォ
ヶ
に
粟
と

人
糞
を
入
れ
、
古
く
な
っ
た
椀
に
取
っ
手
を
つ
け
た
も
の
で
播
い
た
。
こ
の
マ

ゼ
ゴ
エ
・
マ
ゼ
コ
ミ
（
種
肥
混
合
播
）
は
、
肥
料
と
種
を
別
々
に
播
く
方
法
（
さ

ぐ
っ
た
土
に
堆
肥
を
お
き
、
そ
の
上
に
指
を
ひ
ね
る
よ
う
に
種
を
播
く
の
で
ヒ

ネ
ル
・
ヒ
ネ
リ
マ
キ
な
ど
と
い
っ
た
）
に
比
べ
て
、
種
が
肥
料
の
下
に
な
っ
て

発
芽
が
悪
く
な
る
も
の
が
出
る
も
の
の
作
業
は
一
工
程
省
い
て
あ
る
の
で
軽
減

さ
れ
、
か
つ
て
は
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
方
法
に
よ
る
播
種
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後

し
だ
い
に
ひ
ね
っ
て
播
く
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
（
耕
地
肥
）
。
以
上
は
相
模
原

で
の
事
例
だ
が
、
こ
の
シ
カ
と
い
う
も
の
も
右
に
述
べ
た
よ
う
な
種
肥
混
合
播

慣
行
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
事
例
に
よ
っ
て
気
の
つ
く
こ
と
は
、
シ
カ
の
ほ
か
に
も
何
升
マ
キ
・

何
升
ヅ
ミ
・
ボ
ッ
チ
な
ど
、
シ
カ
と
は
ま
た
別
の
基
準
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

特
に
マ
キ
・
ヅ
ミ
は
、
水
田
で
の
種
籾
の
播
種
量
と
さ
れ
、
事
例
⑭
の
、
上
の

段
（
相
模
原
台
地
は
段
丘
崖
が
発
達
し
た
台
地
で
あ
り
、
段
丘
崖
に
よ
っ
て
上

段
・
中
段
・
下
段
・
沖
積
低
地
に
分
け
ら
れ
る
。
下
溝
の
古
山
集
落
は
中
段
に

位
置
す
る
）
の
畑
地
中
心
の
集
落
で
は
シ
カ
を
用
い
、
相
模
川
沖
積
低
地
に
広
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が
る
水
田
の
比
較
的
多
い
と
こ
ろ
で
は
何
升
マ
キ
と
い
っ
た
と
い
う
伝
承
や
、

下
溝
で
何
升
ヅ
ミ
と
い
う
の
は
摘
み
田
の
な
ご
り
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
伝
承

は
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
何
升
マ
キ
と
い
っ
た
言
い
方
は
各
地
で
も
割

合
に
広
く
伝
承
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
畑
で
用
い
ら
れ
る
事
例
も
み
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
相
模
原
の
例
だ
け
で
は
早
断
で
き
な
い
が
、
シ
カ
・
マ

キ
・
ヅ
ミ
・
ポ
ッ
チ
な
ど
が
、
な
ん
ら
か
の
区
別
を
付
け
ら
れ
な
が
ら
用
い
ら

れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
シ
カ
は
別
の
基
準
と
並
存
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

ま
た
、
相
模
原
市
域
で
は
一
反
ミ
ッ
カ
が
標
準
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
必
ず
し

も
定
ま
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
土
地
や
土
質
な
ど
に
よ
り
相
違
が
あ
る
よ
う
で

あ
る
。
そ
の
違
い
に
は
、
一
反
の
畑
を
作
る
た
め
幾
シ
カ
の
肥
料
が
必
要
か
と

い
う
こ
と
と
、
ヒ
ト
ッ
カ
に
は
ど
の
く
ら
い
の
肥
料
を
使
う
か
と
い
っ
た
両
面

が
あ
る
と
思
わ
れ
、
先
に
あ
げ
た
事
例
で
も
そ
の
あ
た
り
を
う
か
が
わ
せ
る
も

の
が
あ
っ
た
が
、
シ
カ
が
施
肥
量
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
の
目
安
を
表
す

も
の
だ
と
す
る
と
、
そ
の
畑
の
お
か
れ
て
い
る
条
件
に
よ
っ
て
違
い
が
出
て
く

る
の
は
当
然
と
も
い
え
よ
う
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
シ
カ
が
後
に
み
る
よ
う
に
、

公
の
基
準
と
は
な
り
得
な
い
事
に
も
つ
な
が
っ
て
く
る
。

さ
て
、
シ
カ
は
現
在
の
相
模
原
市
域
に
限
っ
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は

も
ち
ろ
ん
な
い
。
以
下
、
近
隣
地
の
事
例
を
あ
げ
る
。

事
例
⑮
八
王
子
市
域
で
は
、
今
の
と
こ
ろ
シ
カ
の
伝
承
は
南
西
方
面
の
神

奈
川
県
寄
り
の
地
域
に
濃
く
、
北
部
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
シ
カ
を
知

っ
て
い
る
人
の
多
く
が
「
シ
カ
は
相
模
原
の
方
に
多
い
」
と
話
し
て
い
る
。
三

畝
ヒ
ト
ッ
カ
（
一
反
ミ
ッ
カ
）
が
多
く
、
二
畝
ヒ
ト
ッ
カ
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ

（
肥
）

デ
〈
》
◎

事
例
⑯
何
シ
カ
と
い
う
言
い
方
は
こ
ち
ら
で
は
使
わ
な
か
っ
た
が
、
相
模

川
の
対
岸
（
相
模
原
）
に
畑
を
持
っ
て
い
て
そ
ち
ら
で
は
使
っ
て
い
た
。
三
畝

で
ミ
ッ
カ
ゴ
ェ
と
記
憶
し
て
い
る
。
ヒ
ト
ッ
カ
で
肥
料
用
の
箕
（
自
家
製
の
竹

箕
）
に
六
箕
、
ミ
ッ
カ
で
カ
マ
ス
三
つ
く
ら
い
で
あ
っ
た
。
昔
の
人
は
細
か
い

き
れ
い
な
堆
肥
を
作
り
、
種
と
混
ぜ
て
播
い
て
い
た
が
、
そ
の
後
は
肥
料
と
種

（

⑲

）

を
別
々
に
播
く
よ
う
に
な
っ
た
（
城
山
町
葉
山
島
）
。

事
例
⑰
畑
作
で
の
堆
肥
の
量
は
、
ヒ
ト
ッ
カ
、
フ
タ
ッ
カ
と
い
う
具
合
に

「
シ
カ
」
と
い
う
言
葉
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
ヒ
ト
ッ
カ
と
い
う
の
は
そ
の
年
の

堆
肥
の
量
に
よ
っ
て
、
一
○
ザ
ル
に
し
よ
う
と
か
、
一
二
ザ
ル
に
し
よ
う
な
ど

と
決
め
る
。
一
ザ
ル
と
い
う
の
は
コ
ィ
ザ
ル
（
竹
箕
）
に
入
る
だ
け
山
に
入
れ

た
量
で
、
イ
チ
ッ
コ
（
家
に
よ
っ
て
大
き
さ
が
多
少
ち
が
う
）
一
つ
は
二
ザ
ル

で
い
つ
ぱ
い
に
な
る
。
ヒ
ト
ッ
カ
が
一
二
ザ
ル
だ
と
篤
農
家
で
、
豊
富
に
使
う

方
で
あ
っ
た
。
麦
だ
と
ヒ
ト
ッ
カ
が
一
二
’
一
三
ザ
ル
が
一
般
的
で
あ
っ
た

が
、
中
に
は
一
○
ザ
ル
、
一
五
ザ
ル
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

ヒ
ト
ッ
カ
は
畑
の
五
升
マ
キ
分
と
な
る
。
畝
歩
で
い
え
ば
一
反
が
一
斗
二
升

マ
キ
で
あ
り
、
五
升
マ
キ
は
約
四
畝
と
な
る
。
ま
た
、
人
に
よ
っ
て
は
畝
歩
計

算
を
す
る
人
も
あ
り
、
こ
の
人
は
「
五
畝
ヅ
カ
」
と
い
い
、
ヒ
ト
ッ
カ
を
五
畝

に
つ
か
っ
た
。
五
升
マ
キ
ヒ
ト
ッ
カ
、
五
畝
ヅ
カ
と
い
う
の
は
ど
の
畑
作
物
に

も
共
通
で
あ
り
、
ヒ
ト
ッ
カ
の
堆
肥
量
が
作
物
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
く
る
の
で

（

釦

）

あ
る
（
大
和
市
福
田
）
。

事
例
⑬
大
麦
・
小
麦
の
種
は
一
反
で
五
升
は
必
要
で
あ
っ
た
。
種
は
、
ツ

ク
テ
と
混
ぜ
る
が
堆
肥
の
ツ
ク
テ
を
主
に
使
い
リ
ン
サ
ン
と
カ
リ
を
混
ぜ
る
様

（

マ

マ

）

に
な
っ
た
。
畠
は
四
畝
で
一
シ
カ
と
い
い
、
肥
料
は
四
畝
ブ
リ
で
一
ツ
カ
セ
と
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い
う
。
肥
料
を
箕
に
一
○
杯
又
は
一
二
杯
で
一
ツ
カ
セ
と
決
め
て
庭
に
ポ
ッ
チ

に
し
て
そ
こ
に
種
を
混
ぜ
た
。
だ
い
た
い
一
ツ
カ
セ
で
箕
に
二
一
杯
だ
っ
た
。

こ
れ
を
ビ
ク
に
入
れ
て
テ
ン
ビ
ン
ポ
ウ
に
提
げ
て
畠
に
担
い
で
い
き
、
ツ
ミ
ザ

（

副

）

ル
か
ツ
ミ
オ
ケ
に
入
れ
て
四
本
指
で
つ
ん
で
い
っ
た
（
藤
沢
市
高
倉
）
。

事
例
⑲
種
を
ま
く
前
日
に
、
家
の
庭
で
、
完
全
に
腐
ら
せ
た
堆
肥
を
シ
カ

（
う
ず
高
く
盛
る
こ
と
）
に
し
、
そ
れ
に
金
肥
を
混
ぜ
る
。
一
シ
カ
は
竹
箕
や

ザ
ル
で
一
○
杯
か
ら
一
五
杯
で
、
山
に
し
て
積
ん
だ
堆
肥
の
頂
部
を
少
し
け
ず

っ
て
、
そ
こ
に
金
肥
を
ま
ぜ
、
三
回
く
ら
い
マ
ン
ガ
ァ
で
手
前
に
き
り
か
え
し

て
混
ぜ
込
ん
だ
。
金
肥
に
は
米
糠
、
シ
メ
粕
、
麦
糠
、
過
燐
酸
を
使
っ
た
。
こ

の
肥
料
は
種
を
ま
く
前
に
、
サ
ク
に
摘
み
肥
に
し
て
お
く
。
フ
グ
ッ
に
入
れ
て

天
秤
棒
で
か
つ
い
で
畠
に
運
ん
だ
。
一
シ
カ
は
四
荷
か
ら
四
荷
半
（
一
荷
と
い

う
の
は
天
秤
棒
の
両
端
に
フ
グ
ッ
を
一
つ
ず
つ
つ
け
た
も
の
）
く
ら
い
に
な
っ

た
。
一
反
に
ニ
ッ
カ
摘
ん
で
い
っ
た
と
い
う
。
摘
み
肥
（
三
本
指
ｌ
親
指
・
中

指
・
人
指
し
指
ｌ
で
肥
料
を
摘
み
、
サ
ク
に
落
と
し
て
い
く
こ
と
）
を
し
た
あ

と
、
そ
の
上
に
種
を
ま
い
た
。
熱
心
な
人
は
、
摘
み
肥
の
あ
と
で
間
土
（
マ
ッ

チ
）
を
し
て
、
そ
の
上
に
種
を
ま
い
た
。
普
通
は
間
土
を
し
な
い
。
乾
い
た
種

を
ま
く
た
め
、
種
が
適
当
な
水
分
を
得
て
根
を
出
す
ま
で
日
が
か
か
る
。
そ
の

頃
に
は
摘
み
肥
が
よ
く
土
と
混
じ
っ
て
お
り
、
肥
料
の
上
に
直
接
種
を
ま
い
て

も
根
を
い
た
め
る
こ
と
は
な
い
か
ら
と
い
う
。
手
の
な
い
人
は
、
摘
み
肥
に
種

を
混
ぜ
、
一
回
で
摘
ん
で
し
ま
っ
た
。
現
在
で
は
堆
肥
を
摘
ん
だ
り
せ
ず
全
面

的
に
畠
に
す
き
込
ん
で
し
ま
い
、
金
肥
を
種
の
す
ぐ
そ
ば
へ
摘
ん
で
い
る
（
藤

（

理

）

沢
市
用
田
）
。

事
例
⑳
粟
の
肥
料
は
、
麦
の
摘
み
肥
よ
り
細
か
く
し
た
も
の
を
使
っ
た
。

カ
リ
分
が
非
常
に
必
要
な
の
で
堆
肥
に
焼
き
灰
を
多
く
ま
ぜ
、
そ
れ
に
田
の
土

の
細
か
く
し
た
も
の
を
半
分
く
ら
い
ま
ぜ
た
。
堆
肥
の
量
は
一
反
に
一
シ
カ
く

（

認

）

ら
い
で
よ
い
（
藤
沢
市
用
田
）
。

事
例
⑳
モ
ク
、
人
糞
、
草
、
大
根
、
イ
ワ
シ
を
腐
ら
せ
た
も
の
（
キ
リ
ダ

ル
、
サ
カ
ナ
ゴ
イ
と
い
う
）
を
用
い
、
カ
リ
ン
酸
は
大
正
末
期
に
な
っ
て
入
っ

（

型

）

た
。
ヒ
ト
ッ
カ
（
一
畝
半
）
の
堆
肥
に
三
升
入
れ
た
（
三
浦
市
）
。

目
に
つ
い
た
わ
ず
か
ば
か
り
の
事
例
を
あ
げ
た
が
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
も
先

に
相
模
原
市
域
の
事
例
に
よ
っ
て
述
べ
た
い
く
つ
か
の
点
を
確
認
で
き
る
。
シ

カ
は
堆
肥
の
量
と
か
か
わ
り
、
塚
状
に
盛
り
上
げ
た
形
状
に
よ
る
こ
と
や
、
耕

地
や
作
物
、
あ
る
い
は
そ
の
年
々
、
家
な
ど
に
よ
っ
て
も
そ
の
量
が
異
な
っ
て

く
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
「
シ
カ
」
と
い
う
も
の
の
性
格
の
一
端
を
示
す

も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
大
和
か
ら
相
模
原
台
地
南
部
の
藤
沢
、
さ
ら
に

三
浦
半
島
ま
で
シ
カ
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
相
模
原
北

部
の
八
王
子
で
市
域
南
西
部
の
神
奈
川
県
よ
り
の
地
域
に
シ
カ
の
伝
承
が
多

く
み
ら
れ
、
さ
ら
に
「
シ
カ
は
相
模
原
の
方
で
よ
く
言
う
」
と
い
わ
れ
る
こ
と

は
、
中
津
山
地
東
端
に
位
置
し
、
対
岸
に
相
模
原
市
田
名
を
望
む
城
山
町
葉
山

島
で
の
事
例
⑯
と
と
も
に
「
シ
カ
」
の
使
用
分
布
域
に
係
わ
る
も
の
と
し
て
注

目
さ
れ
る
が
、
事
例
が
少
な
い
た
め
こ
れ
だ
け
か
ら
判
断
す
る
の
は
難
し
い
で

（

海

）

あ
る
、
フ
。

本
稿
で
と
り
あ
げ
て
い
る
「
シ
カ
」
に
つ
い
て
、
地
方
史
の
立
場
か
ら
言
及

’
一
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し
て
い
る
の
が
座
間
美
都
治
で
あ
る
。
座
間
は
『
相
模
原
市
史
』
の
編
さ
ん
な

ど
、
相
模
原
地
方
の
歴
史
と
文
化
に
つ
い
て
多
く
の
論
稿
を
発
表
し
て
い
る
が

そ
の
中
の
一
つ
に
上
相
原
村
（
現
相
模
原
市
相
原
）
の
小
川
家
に
残
さ
れ
た
農

（

妬

）

事
記
録
の
分
析
が
あ
る
。

小
川
家
は
こ
の
地
方
の
富
農
家
で
あ
る
が
、
当
家
の
所
蔵
文
書
に
は
『
社
榎

準
縄
録
』
と
号
さ
れ
た
文
化
一
二
（
一
八
一
五
）
年
か
ら
始
ま
る
農
事
記
録
が

あ
り
、
昭
和
二
六
（
一
九
五
一
）
年
ま
で
書
き
継
が
れ
て
い
る
。
こ
の
記
録
の

形
式
は
、
座
間
に
よ
る
と
、
文
化
・
文
政
年
代
に
は
作
物
の
蒔
付
状
況
と
同
時

に
追
肥
・
除
草
・
収
穫
な
ど
の
年
間
農
作
業
の
状
態
を
記
し
て
い
る
が
、
天
保

年
間
以
後
は
各
蒔
付
作
物
を
中
心
に
、
シ
カ
数
．
肥
料
の
種
類
と
分
量
・
収
穫

量
な
ど
を
克
明
に
記
し
て
い
る
と
い
う
。
シ
カ
に
つ
い
て
は
、
「
小
川
家
の
種

蒔
帳
で
は
、
作
物
の
仕
付
け
量
・
施
肥
量
・
収
穫
量
は
す
べ
て
塚
の
単
位
で
あ

ら
わ
」
さ
れ
て
い
て
、
「
こ
の
塚
と
い
う
語
は
、
蒔
付
の
際
、
堆
肥
に
諸
肥
料

を
配
合
し
て
畑
に
積
む
こ
と
か
ら
出
て
い
」
て
、
．
塚
の
肥
料
の
量
は
、
作

物
や
地
味
に
よ
っ
て
違
」
い
、
「
本
地
域
で
は
一
反
に
三
塚
積
む
の
が
標
準
と

さ
れ
て
い
る
」
が
、
「
多
く
の
場
合
、
一
反
の
面
積
が
必
ず
し
も
三
塚
に
は
一

致
」
せ
ず
、
「
要
す
る
に
、
塚
と
い
う
の
は
厳
密
に
土
地
の
面
積
を
示
す
も
の

で
は
な
く
、
耕
作
仕
付
の
量
を
便
宜
的
に
示
す
も
の
で
、
土
地
の
肥
清
の
関
係

に
よ
り
塚
数
の
多
少
を
生
じ
る
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
し
、
「
な
お
、
何
升
蒔
と

い
う
単
位
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
水
田
の
場
合
を
い
う
」
も
の
で
、
「
原
則
的
に

は
一
升
蒔
は
一
畝
の
施
肥
量
と
さ
れ
て
い
る
」
も
の
の
、
シ
カ
と
同
じ
く
「
こ

（

蒔

力

）

れ
も
必
ず
し
も
一
畝
一
升
蒔
の
原
則
に
よ
ら
ず
」
「
こ
の
塚
と
升
と
を
全
体
的

に
一
反
平
均
に
し
て
見
る
と
」
「
平
均
値
を
と
っ
て
一
反
五
塚
と
し
て
換
算
す

る
以
外
に
方
法
が
な
さ
そ
う
で
あ
る
」
が
「
こ
の
一
反
五
塚
が
絶
対
的
な
数
値

（

”

）

で
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
』
と
述
べ
て
い
る
。

次
に
、
時
代
は
下
っ
て
明
治
時
代
に
な
る
が
、
同
じ
く
現
在
は
相
模
原
市
橋

本
に
あ
た
る
旧
橋
本
村
（
の
ち
に
相
原
村
）
に
、
当
地
の
地
主
で
相
原
村
の
村

長
に
ま
で
就
任
し
た
相
沢
菊
太
郎
の
日
記
が
残
さ
れ
て
い
る
（
以
下
、
こ
れ
を

『
相
沢
日
記
』
と
記
す
）
。
『
相
沢
日
記
』
は
、
菊
太
郎
が
一
九
歳
の
明
治
一
八

（
一
八
八
五
）
年
か
ら
昭
和
三
七
（
一
九
六
二
）
年
に
九
六
歳
を
も
っ
て
死
ぬ

ま
で
の
七
八
年
間
に
わ
た
っ
て
書
き
継
い
だ
日
記
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
日

常
生
活
か
ら
信
仰
・
行
事
、
天
候
、
政
治
、
経
済
、
戦
争
な
ど
実
に
多
岐
に
渡

（

配

）

っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
『
相
沢
日
記
』
に
も
シ
カ
の
記
載
が
あ
る
。
す
べ
て
の
年
の

確
認
を
行
っ
て
い
な
い
の
で
そ
の
用
い
ら
れ
方
の
変
化
等
は
わ
か
ら
な
い
が
、

菊
太
郎
が
公
職
に
就
く
以
前
の
日
記
を
書
き
始
め
た
頃
の
数
年
を
見
て
み
る

と
、
シ
カ
（
日
記
で
は
塚
の
語
を
使
用
）
は
、
主
に
「
此
日
、
岡
穂
を
蒔
こ
と

十
人
に
て
五
十
塚
余
」
（
抜
粋
、
明
治
一
九
年
五
月
三
○
日
）
と
い
う
よ
う
に
、

そ
の
日
の
作
業
量
（
作
業
を
行
っ
た
畑
の
面
積
）
を
表
す
の
に
用
い
ら
れ
、
先

に
あ
げ
た
小
川
家
の
農
事
記
録
で
座
間
が
指
摘
し
た
作
物
の
仕
付
け
量
・
施
肥

量
・
収
穫
量
ま
で
す
べ
て
シ
カ
当
り
で
表
記
す
る
こ
と
は
な
く
、
「
八
ケ
淵
稲

荷
社
前
六
塚
畑
糯
岡
穂
蒔
」
（
抜
粋
、
明
治
一
九
年
五
月
二
九
日
）
の
六
塚
畑
の

よ
う
に
地
名
の
よ
う
に
し
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
さ
ら
に
『
相
沢
日

記
』
で
は
、
畑
の
面
積
を
表
す
の
に
シ
カ
と
反
・
畝
が
併
用
さ
れ
て
お
り
、
シ

カ
が
多
く
自
家
の
畑
で
の
作
業
面
積
の
表
記
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
た
と
え
ば

土
地
の
登
記
や
小
作
地
の
面
積
な
ど
、
公
の
書
類
や
他
家
と
の
係
わ
り
が
あ
る
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も
の
に
つ
い
て
は
反
や
畝
で
記
載
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
こ
れ
は
、
シ
カ
が
必

ず
し
も
定
ま
っ
た
基
準
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
等
に
よ
っ
て
相
違
が
あ

（

調

）

る
点
を
考
慮
す
れ
ば
理
解
で
き
よ
う
。

ま
た
、
八
王
子
市
の
旧
浅
川
村
に
は
『
石
川
日
記
』
と
呼
ば
れ
る
農
事
を
主

と
し
た
記
録
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
も
享
保
五
（
一
七
二
○
）
年
か
ら
シ
カ
の
記

載
が
あ
り
、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
も
シ
カ
が
登
場
し
て
く
る
が
、
昭
和
六

（
一
九
三
一
）
年
に
は
シ
カ
が
反
・
畝
・
歩
と
混
用
さ
れ
て
使
用
さ
れ
て
い
る

（

釦

）

と
い
う
。
こ
の
点
は
、
『
相
沢
日
記
』
で
も
シ
カ
で
書
い
て
も
よ
い
よ
う
な
と

こ
ろ
を
反
や
畝
で
表
記
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
こ
れ
が
『
石
川
日
記
』
の
用

例
の
よ
う
に
混
用
さ
れ
た
も
の
な
の
か
否
か
、
あ
る
い
は
ま
た
別
な
理
由
が
あ

る
か
な
ど
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
同
様
な
こ
と
は
、
先
に
あ
げ
た
シ
カ
・
マ

キ
を
畝
歩
で
計
算
す
る
と
い
う
事
例
⑰
に
つ
い
て
も
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
、
相
模
原
及
び
北
接
す
る
八
王
子
に
残
る
記
録
の
い
く
つ
か
を
み
て
き

た
が
、
い
ず
れ
も
シ
カ
の
記
載
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
中
で
の
使
用
例
は
、
座
間

美
都
治
な
ど
の
分
析
に
よ
り
現
在
の
伝
承
か
ら
う
か
が
え
る
シ
カ
の
性
格
に
共

通
す
る
点
が
あ
り
、
さ
ら
に
シ
カ
の
用
い
ら
れ
方
に
は
時
間
的
に
変
化
が
あ
る

ら
し
い
こ
と
な
ど
が
指
摘
で
き
る
。

本
稿
で
は
、
相
模
原
台
地
を
中
心
と
し
た
ご
く
限
ら
れ
た
地
域
で
の
事
例
を

も
と
に
し
て
「
シ
カ
」
の
伝
承
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
シ
カ
は
播
種
時
に
堆

肥
を
塚
状
に
盛
り
上
げ
た
形
状
か
ら
き
た
も
の
で
、
か
つ
て
県
内
で
広
く
行
わ

お

わ

り

に

れ
て
い
た
種
肥
混
合
播
と
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
シ
カ
は
多
く

畑
の
広
さ
を
表
す
単
位
と
さ
れ
、
さ
ら
に
は
単
に
畑
の
面
積
を
い
う
だ
け
に
と

ど
ま
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
畑
で
の
作
業
量
が
シ
カ
数
で
表
現
さ
れ
る
場
合
も
あ

る
。
こ
の
時
、
シ
カ
は
あ
く
ま
で
作
業
量
の
目
安
の
よ
う
な
も
の
で
、
畑
の
あ

る
土
地
や
そ
の
他
の
条
件
等
に
よ
っ
て
一
反
に
お
け
る
シ
カ
数
が
違
い
、
シ
カ

そ
の
も
の
の
堆
肥
の
量
に
も
差
異
が
あ
っ
て
、
こ
の
た
め
に
公
的
な
反
畝
歩
に

よ
る
面
積
表
示
に
対
し
て
私
的
な
基
準
と
い
え
る
。
ま
た
、
歴
史
的
に
は
近
世

中
・
後
期
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
を
示
す
記
録
が
あ
り
、
使
用
の
分
布
域
は
、

註
（
一
）
（
二
五
）
で
も
述
べ
る
よ
う
に
今
後
の
資
料
の
集
積
に
よ
っ
て
広
が

っ
て
い
く
可
能
性
が
大
き
い
。

く
り
か
え
し
述
べ
る
が
、
ヒ
ト
ッ
カ
の
面
積
や
堆
肥
・
種
の
量
な
ど
は
一
定

し
て
お
ら
ず
、
調
査
地
ご
と
の
丹
念
な
把
握
が
必
要
に
な
る
。
そ
の
地
域
や
家

の
お
か
れ
て
い
る
条
件
等
を
勘
案
し
な
が
ら
畑
作
の
調
査
を
進
め
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
従
来
比
較
的
関
心
を
持
た
れ
て
こ
な
か
っ
た
側
面
か
ら

畑
作
の
調
査
研
究
を
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
は
、
そ
の
成
果
を
さ
ら
に
豊
か
な

も
の
に
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
今
回
は
シ
カ
を
取
り
上
げ
た
が
、
本
文

中
の
事
例
で
も
わ
か
る
よ
う
に
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
基
準
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が

併
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ツ
ノ
カ
と
そ
れ
ら
と
の
関
係
、
あ
る
い
は
こ
の

よ
う
な
そ
の
土
地
々
々
で
使
用
さ
れ
る
い
わ
ば
私
的
な
度
量
衡
と
公
的
な
度
量

衡
と
の
関
係
~
・
区
分
の
検
討
は
今
後
の
重
要
な
課
題
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
わ
ず
か
ば
か
り
の
事
例
に
よ
り
若
干
の
問
題
点
を
整
理
す
る
に
と

ど
ま
っ
た
。
残
さ
れ
た
多
く
の
問
題
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
て
い
き
た

い
。
大
方
の
御
叱
正
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。
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註
（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
、
）

（
、
）

（
⑫
）

（
蝿
）

（
制
１
）

相
模
原
台
地
の
事
例
を
中
心
に
述
べ
る
の
は
、
こ
の
小
論
を
ま
と
め
る
に
あ
た

っ
て
の
直
接
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
調
査
で
あ
る
相
模
原
市
の
畑
作
調
査
（
市

教
委
が
市
立
博
物
館
の
展
示
計
画
の
基
礎
資
料
を
得
る
た
め
に
実
施
し
た
も

の
）
を
筆
者
が
企
画
・
実
施
し
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
調
査
か
ら
浮
び
上
っ
た

課
題
の
一
つ
が
シ
カ
で
あ
る
。
た
だ
し
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
相
模
原
台
地
の

近
隣
地
や
三
浦
半
島
、
は
て
は
群
馬
・
長
野
県
に
も
似
た
よ
う
な
伝
承
が
あ

り
、
今
後
の
資
料
の
集
積
に
よ
っ
て
、
神
奈
川
県
全
体
や
あ
る
い
は
も
っ
と
広

い
地
域
の
問
題
と
し
て
扱
え
る
可
能
性
が
強
い
。
な
お
、
相
模
原
市
の
同
調
査

は
、
『
相
模
原
の
畑
作
調
査
報
告
書
』
（
市
教
委
刊
一
九
八
六
）
と
し
て
ま
と

め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
小
論
は
同
書
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
こ

と
を
付
記
し
て
お
く
。

『
相
模
原
の
畑
作
調
査
報
告
書
』
七
頁
。

（
２
）
と
同
じ
、
四
三
頁
。

（
２
）
と
同
じ
、
四
四
頁
。

『
生
業
調
査
報
告
書
』
相
模
原
市
教
委
一
九
八
三
二
頁
。

（
２
）
と
同
じ
、
四
四
頁
。

（
２
）
と
同
じ
、
四
四
頁
。
《
。

（
５
）
と
同
じ
、
二
頁
。

（
２
）
と
同
じ
、
四
四
頁
。

（
２
）
と
同
じ
、
四
四
頁
。

（
２
）
と
同
じ
、
四
四
頁
。

（
５
）
と
同
じ
、
二
頁
。

（
２
）
と
同
じ
、
四
四
頁
。

へへへ

25 24 23
ｰ雪一

（
錘
）

（
皿
）

へへへへへ

18 17 16 15 14
ｰレーｰｰ

へへ

20 19
ｰｰ

『
地
名
調
査
報
告
書
』
相
模
原
市
教
委
一
九
八
四
四
七
頁
。

（
５
）
と
同
じ
、
二
頁
。

（
２
）
と
同
じ
、
四
四
頁
。

『
神
奈
川
県
民
俗
分
布
地
図
』
神
奈
川
県
立
博
物
館
一
九
八
四
一
五
図
。

鈴
木
利
信
氏
御
教
示
。
鈴
木
氏
は
八
王
子
市
域
に
と
ど
ま
ら
ず
、
近
隣
の
市
や

町
を
含
め
て
多
く
の
話
者
か
ら
聞
き
取
り
を
行
っ
て
い
る
。

筆
者
調
査
、
中
里
利
巳
氏
。

『
下
鵺
間
・
福
田
の
民
俗
』
大
和
市
教
委
一
九
八
三
一
八
一
頁
。
な
お
、

福
田
地
区
の
生
業
部
門
の
調
査
を
担
当
し
た
小
川
直
之
氏
は
、
田
畑
の
面
積
を

表
す
「
マ
キ
（
蒔
）
」
「
シ
ミ
（
摘
）
」
に
つ
い
て
、
ヅ
ミ
と
い
う
の
は
摘
み
田
や

畑
作
穀
類
の
点
播
法
を
い
う
「
摘
む
」
と
い
う
い
い
方
か
ら
の
表
現
で
あ
ろ
う

し
、
マ
キ
も
畑
作
耕
種
法
か
ら
の
い
い
方
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
と
し
、
「
『
ヅ

ミ
』
『
マ
キ
』
は
一
部
、
水
田
に
も
使
う
と
い
わ
れ
る
が
、
畑
地
面
積
を
示
す

時
の
方
が
一
般
的
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
使
わ
れ
方
か
ら
は
単
に
摘

み
田
や
畑
作
の
播
種
法
と
の
関
係
と
い
っ
た
こ
と
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
稲
作

や
畑
作
を
め
ぐ
る
農
耕
観
に
も
つ
な
が
る
問
題
と
し
て
も
扱
え
る
か
も
し
れ
な

い
。
」
と
ま
と
め
て
い
る
。
（
同
書
一
九
○
頁
）

『
稲
作
慣
行
調
査
報
告
書
Ｉ
下
土
棚
・
長
後
・
今
田
・
高
倉
Ｉ
』
藤
沢
市
教
育

文
化
研
究
所
一
九
七
四
一
五
二
頁
。

『
稲
作
慣
行
調
査
報
告
書
１
円
行
・
打
戻
・
用
田
Ｉ
』
藤
沢
市
教
育
文
化
研
究

所
一
九
七
六
一
六
三
頁
。

（
配
）
と
同
じ
、
一
六
五
頁
。

『
三
浦
半
島
の
民
俗
（
１
）
』
神
奈
川
県
立
博
物
館
一
九
七
一
二
四
頁
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
群
馬
・
長
野
両
県
で
も
耕
地
の
広
さ
の
単
位
と
し
て
ッ
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力
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
群
馬
県
で
は
主
に
北
毛
山
村
地
帯
で
伝
承
さ
れ
、
長

野
県
で
は
群
馬
県
の
北
毛
山
村
地
帯
に
接
す
る
よ
う
に
東
信
地
方
で
用
い
ら
れ

た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
群
馬
県
で
「
シ
カ
は
、
も
と
も
と
堆
肥
を
耕
地
に
運

ん
で
塚
状
に
積
み
上
げ
て
お
く
と
こ
ろ
か
ら
出
発
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
」
の

に
対
し
て
、
長
野
県
で
は
シ
カ
は
収
穫
量
を
基
準
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
施
肥

量
と
し
て
は
ダ
ン
マ
キ
・
ダ
ジ
リ
と
い
う
単
位
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
同

じ
長
野
県
の
上
田
方
面
で
、
大
麦
・
豆
な
ど
五
斗
俵
一
俵
分
の
収
穫
量
が
ヒ
ト

ッ
カ
で
、
こ
れ
は
畑
の
面
積
を
表
す
も
の
で
は
な
い
と
い
う
（
酒
井
伎
氏
御
教

示
）
。
こ
れ
ら
が
今
回
取
り
上
げ
た
シ
カ
と
地
域
的
に
連
続
す
る
も
の
な
の
か

は
不
明
で
あ
る
が
、
今
後
充
分
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

『

群

馬

県

史

資

料

編

二

五

民

俗

二

群

馬

県

一

九

八

四

三

九

三

頁

。

『

同

資

料

編

二

六

民

俗

二

』

一

九

八

二

四

八

三

頁

。

『

長

野

県

史

民

俗

編

第

一

巻

（

二

）

』

長

野

県

一

九

八

六

二

頁

。

（
配
）
「
近
世
に
お
け
る
北
相
一
富
農
の
農
業
実
践
記
録
」
『
相
模
原
市
立
図
書
館
古
文

書
室
紀
要
第
二
巻
』
市
立
図
書
館
一
九
七
九
。
後
に
「
社
榎
準
縄
録
・
年

々
種
蒔
覚
帳
解
題
」
と
し
て
『
日
本
農
書
全
集
一
三
』
農
山
漁
村
文
化
協
会

（
”
）
（
配
）
と
同
じ
、
九
頁
。

（
記
）
『
相
沢
日
記
』
の
概
要
脾

『
相
沢
日
記
』
の
概
要
に

（
調
）
こ
の
点
に
つ
い
て
小
川
直
之
氏
は
註
（
釦
）
の
中
で
、
「
こ
の
村
（
福
田
村
）
の

近
世
の
古
文
書
に
は
す
で
に
反
畝
歩
計
算
が
一
般
的
で
あ
る
の
に
、
な
ぜ
こ
れ

（
マ
キ
・
シ
ミ
）
が
昭
和
の
始
め
頃
ま
で
使
わ
れ
、
し
か
も
反
畝
歩
の
表
し
方

つ
い
て
は
、
小
木
新
造
『
あ
る
明
治
人
の
生
活
史
』

中
央
公
論
社
一
九
八
三
を
参
照
。
な
お
、
『
相
沢
日
記
』
は
私
家
版
と
し

て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

一
九
八
○
に
採
録
。

（
付
記
）

小
論
を
起
こ
す
に
あ
た
り
、
小
川
直
之
・
長
田
か
な
子
・
倉
石
あ
つ
子
・
佐

藤
広
・
酒
井
伎
・
鈴
木
利
信
・
畠
山
豊
・
堀
内
真
の
各
氏
に
御
教
示
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

に
は
な
じ
め
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
疑
問
を
呈
し
て
い

デ

（

》

。

（
鋤
）
鈴
木
利
信
氏
御
教
示
。
『
石
川
日
記
』
は
八
王
子
千
人
同
心
の
家
柄
で
、
日
記

の
書
き
出
し
は
享
保
五
（
一
七
二
○
）
年
。
農
業
の
ほ
か
、
千
人
同
心
を
知
る

に
も
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
八
王
子
の
旧
犬
目
村
の
小
野
家
文
書

の
中
に
あ
る
「
田
畑
山
写
」
と
書
か
れ
た
文
書
中
に
も
「
塚
」
の
記
載
が
あ
る

と

い

う

（

鈴

木

氏

御

教

示

）

。
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